
 

【カリキュラム新設準備に関する支援】 

○導入機器の確認と今後の要望について確認 H25 年 12月 

※補完プログラム H26 年 1月、3月【各 2日間】 

 ・訪問による機器・教材等に関する助言 

【カリキュラム新設後の支援】 

○福岡校訪問 Ｈ2６年６月 

・新たなカリキュラムでの訓練実施状況を確認 

（販売・物流・製造、オフィスワーク、サービスワーク） 

○福岡校訪問 Ｈ2６年１０月 

・訓練教材等の確認に加え、訓練生との個別相談について助言 

○吉備校において支援の総括を実施 H27 年 1月 

・支援全体に係る意見交換 

フォローアップ 

支援 

 

【OJT 方式によるノウハウ提供支援】 

○訓練実施に関する指導技法等を提供 

※支援プログラム（前期）Ｈ2５年９月〔１０日間〕２名（交代で受講） 

・障害特性・配慮事項、職業適性の把握方法 

・技能訓練（基礎作業、袋詰め、ピッキング、商品陳列等）の体験及び

解説 

・社会生活指導（就労支援等）の体験及び解説 

※支援プログラム（後期）Ｈ2５年１０月〔４日間〕 

・技能訓練（リネン作業、清掃作業）の体験及び解説 

ノウハウ提供 

支援 

 

【準備委員会等】 

 （福岡校において準備・検討を実施） 
訓練計画の策定

等に関する支援 

対象校：福岡障害者職業能力開発校（福岡校） 

目 的：知的障害者を対象とした専門訓練コースの運営に関する支援 

    （発達障害等を伴う者の受入を含めた訓練内容の見直し） 

【ニーズの確認】 

 ○福岡校等にて打合せ 

校内見学に加え、福岡校より総合実務科の現状及び今後の計画について

ヒアリング 

・訓練概要  ・就職状況 

・選考方法  ・指導体制 

・今後の計画（部品組立やパソコン操作の訓練内容から販売・物流、事

務、清掃・調理補助、製造関連の訓練内容に変更） 

機構営校より指導技法等の提供方法や内容について説明。 

 ・ＯＪＴ方式によるノウハウ提供を予定 

  内容：障害特性把握、技能訓練（販売・物流、清掃、リネン作業）、

就労支援、機器整備  平成 25年 7月 
 

ニーズ等の把握 

専門訓練コース設置・運営サポート事業 事例のご紹介 

支援プログラムの提案 

平成２６年４月 総合実務科 新たなカリキュラムで訓練開始 

●対象：知的障害者（身体障害・精神障害・発達障害を重複している者も含む） 

●定員：２０名（年間）   ●訓練期間：１年間   ●入校月：４月 


